
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 ３年後期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

80%
20%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 73 名
定期試験
受験者数

72 名 合格者数 61 名 合格率 85%

基本的には本年度と同じであるが、上記の「達成度」と「反省点」をよく考慮する。

各項目の平均値は、3.9～4.3であり、「この教員の授業を10点法で評価してください」も8.6となっているが、自分自
身（学生）と教員評価が幾分甘いのではないかと思う。「あなたはこの授業の予習または復習をしましたか」が最も
低い3.9点であったが、平素の簡単なミニテストや”クイズ”の出来を見る限り、実際の実施率はもっと低いと思われ
る。

2014年度　後期 リフレクションペーパー

ごく一部ではあるが、授業中に勝手にトイレに行ったり、教室の後方で居眠り、時々私語に興じる学生がいたの
で、このような学生が出ないように指導に力を入れたい。例年に較べて定期試験での出題方式と設問内容の傾向
を変えたためか、正解率の低い問題群があったので、設問の仕方に関係なく、授業内容の本質をきちんと理解で
きるように講義を工夫する。

栄養化学

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 

生物環境化学科

①三大栄養素の消化・吸収機構について、それぞれの特性や違いの概略は説明できるようになった。
②糖質の化学的特性、生物界や生体内での分布、生体内での役割と機能については６割程度の理解と思われ
る。とくに単なるエネルギー源ではなく、様々な生体構成成分の基本成分やその原料として利用されているという
重要性をよく認識できていない。
③脂肪酸の化学構造や炭素数、二重結合が脂質物性に及ぼす影響はほとんどの学生が説明できた。
④脂質の生体内での主な役割と機能についても多くの学生が説明できた。
⑤工業原料や環境素材、医薬品としての糖質と脂質の用途については、講義時間の不足もあり、達成度の評価は
差し控える。

選択必修

田中　賢二

①三大栄養素の消化・吸収機構について、それぞれの特性や違いを説明できる。
②糖質の化学的特性、生物界や生体内での分布、生体内での役割と機能を説明できる。
③脂肪酸の化学構造や炭素数、二重結合が脂質物性に及ぼす影響を説明できる。
④脂質の生体内での主な役割と機能を説明できる。
⑤工業原料や環境素材、医薬品としての糖質と脂質の用途について実例を挙げて説明できる。

 9/15 導入講義（授業の進め方と概要の説明、成績評価法等）および
　　　　　栄養成分の消化吸収機構(1)糖質、タンパク質
 9/29 栄養成分の消化吸収機構(2)脂質とコレステロール
10/ 6 肝臓と腎臓の働き
10/17  タンパク質とアミノ酸の代謝
10/20 糖質の分類と命名法
10/27 単糖の化学構造と基本性質
11/10 主な単糖類の種類とその性質、生体内での分布
11/17  主な二糖類の種類とその性質、生体での分布と機能
11/24 主な多糖類の種類とその性質、生体での分布と機能、医薬・産業上の用途
12/ 1 糖代謝とエネルギー獲得機構（解糖系、TCA回路、ﾍﾟﾝﾄｰｽﾘﾝ酸経路、電子伝達系）
12/ 8 脂質の種類と分類、脂肪酸の化学構造と物性
12/15  単純脂質の種類と機能（動物油と植物油の違い、脂肪組織の機能と役割）
12/22 合脂質の種類と機能、不ケン化物の種類と生理機能
12/23　脂質の代謝（β酸化経路による分解、生合成機構）および
 1/19 定期試験
 1/26 定期試験解説、脂質と健康（高脂血症、動脈硬化、高血圧、糖尿病の発症と脂質の関係）

実技

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計
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